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沖縄島の本種は外来種の可能性がある．
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昆虫の研究や趣味において写真は大切である．
百聞は一見にしかずのとおり，精緻な写真は非常
に豊富な情報を提供してくれる（絵は絵で，写真
では表現できない説明を可能とすることは言うま
でもない）．また，標本では残せない昆虫の生き
た魅力も，生態（生体）写真では生き生きと描写
できることもある．

本書は，昆虫，植物，鉱物を対象として，その
名のとおり「超拡大」の撮影法，さらには最近普
及しつつある深度合成の方法に焦点を当てて解説
している．

もちろん，本書で扱っているのは，昔の銀塩写
真ではなく，デジタル写真であり，その道具はあ
くまでデジタルカメラである．

精緻な撮影技術には，まずはカメ
ラの性質をよく知っておかなければ
ならないが，本書はまず，カメラ（主
にレンズ）の仕組みと理論のわかり
やすい解説から始まっている．また，
どんなレンズでどんな写真が撮れる
のか．本書全体に通じるところだが，
非常に美しい作例とともに詳しく解
説されている．

続いて通常マクロ撮影のさまざま
な解説があり，微小な虫の撮影技術
として，好蟻性昆虫と土壌生物の生

態写真の撮影法が紹介されている．それぞれ若手
写真家の小松貴と吉田譲によるもので，私からす
れば本書の一番の読みどころだった．微小種の写
真撮影の可否は，ほとんどが光の当て方によって
決まる．これらの解説は，いかに均一に光を当て
るかという方法論についてが主であり，二名の解
説者が長い時間をかけて開発した方法が惜しげも
なく示されているのは貴重である．

後半は深度合成撮影法である．この世界の第一
人者である小檜山賢二による基礎知識の解説に始
まり，顕微鏡を用いた方法やコンパクトカメラを
使った方法まで言及されている．白バック撮影や
野外でハムシを用いた深度合成の方法まで紹介さ
れており，非常に面白い．

ただし，われわれ甲虫研究者が参考にしたいと
ころである 3 ～ 10 ミリメートルほどの標本を対
象とした深度合成撮影法に関しては，直接役に立
つ方法はあまり紹介されていない．鍵となるディ
フューザーの種類と使い方や，カメラをコピース
タンドに固定し，標本を上下移動する簡易な方法
について詳しく書かれていないからだ．手前み
そだが，それについては，以前に筆者が紹介した

方法（丸山 2010: 月刊むし 473: 
38–42)）のほうが有用と思われ
る．しかし，ソフトの比較例や
合成の難しい部分，さらなる超
拡大など，種子や鉱物の撮影法
を含め，本書に詳しく書かれて
いるさまざまな応用例は，標本
の撮影にも新しいヒントを与え
てくれるに違いない．

（丸山宗利　九州大学総合研
究博物館）

書評


